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半導体ガス・センサの温湿度補償法に
関する二,三の実験的検討
内 山 晴 夫
Experilnental consideratiOns fOr cOmpensating
temperature and humidity dependence of
se■liconductor gas sensOrs
Haruo UcHIYAMA
ッヽbstruct
A neM/phenomenon that sensitivity characteristics Of ceranュic seHicOnductor gas sensors are
related only by absOlute hunlidity,though greatly sensitive to bOth temperature and relative
hu■lidity,is proved experilnentaHy
An empirical equation derived as a functiOn of absolute huHidity expresses fairly、、ell the
experilnental results
1.緒  言
各種プラント,工場あるいは工事現場におけ
る爆発事故や一般家庭にお l′ナるガス中毒等の災
害防止の点から, ガスセンサの改良が重ねられ
ているが,センサは,周囲温度および湿度等の
環境変化に対しても反応するので,確度の高い
濃度検出を実現するためには,特別の補償回路
を必要としている。マイコンを利用すれば, こ
のような補償能力をはじめ,各種の機能を備え
たインテリジェントガス・センサを構成できる
との観点より,前報1)では,複数のセンサを同時
使用し,検出ガスにより個々のセンサの特性が
異なることを利用して,検知ガスの判定および
濃度測定が可能であることを示したが,雰囲気
の温湿度を一定 (20℃,60%)に保持しなlすれば
ならない, という制約があった。本研究は, こ
の問題点の解決策として,相対湿度(本文では,
単に湿度と記した)ではなく絶対湿度に注目し
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てセンサ出力を処理し,雰囲気の影響を受けや
すい半導体ガス・センサの温湿度補l賞法を,実
験的に検討し,マイコン利用によるガスセンサ
のインテリジェント化を更に推進したものであ
る。
2.実験装置および実験方法
可燃性,あるいは毒性ガス検出に広 く応用さ
れている,市販の焼結型半導体ガス・センサ
(TGS 812,TGS-813:フィガロ技研)を使用し
て,前報と同様のFig.1に示すシステムを構成
した。マイコンを用いたのは,センサの感度特
性は,ガス検出原理がガスの化学吸着現象に
Fig l インテ ヅジェン トガス・ センサシステム
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